
平成２４年１１月 １日
福 島 県 土 木 部 砂 防 課
福 島 河 川 国 道 事 務 所
北陸地方整備局河川部

安達太良山・磐梯山噴火時の被害減災のため
緊急減災対策砂防計画の検討を開始します！

～学識経験者や防災行政関係者により
「福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会」を開催～

火山噴火に伴う土砂災害に対して、緊急対策を迅速かつ効果的に実施し、被害を
できる限り軽減（減災）するために、火山及び砂防の学識者と防災行政関係者から
なる委員会を平成２２年度に設置し、福島県内の火山について減災計画の検討を行
ってきました。

今回は、安達太良山・磐梯山の２火山について、「火山噴火緊急減災対策砂防計画」
の検討を開始するための合同作業部会を開催します。

これに先立ち「福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会」を開催し、「吾
妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画」（案）についての最終的意見をいただきます。

日 時：平成２４年１１月６日（火）
１０：３０～１２：００

「福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会」（吾妻山のとりまとめ）

１３：００～１５：００
「同検討委員会・安達太良山及び磐梯山合同作業部会」

※参考資料 次第（別紙１）、名簿（別紙２）

場 所：福島ビューホテル ３Ｆ 会議室「安達太良」※位置図（別紙３）

内 容：①吾妻山火山噴火緊急減災対策砂防計画のとりまとめについて
②安達太良山及び磐梯山火山噴火緊急減災対策砂防計画の検討開始について

その他：「吾妻山・安達太良山・磐梯山火山防災副読本」（中学生版）について
※参考資料（別紙４）

吾妻山作業部会で出された、日頃からの防災教育・啓発活動が重要であるとの意見をふま
え、吾妻山、安達太良山、磐梯山の３火山について、火山の基礎知識や噴火災害について学
べる「火山防災副読本」（中学生版）を作成しました。

上記３火山に関係する市町村中学校に寄贈するとともに、今後は出前授業などで活用し、
防災力の向上を図っていきます。

記者発表先：福島県政記者クラブ、福島市政記者会、新潟県政記者クラブ、新県政記者クラブ、その他・専門紙

問い合わせ先
福島県土木部砂防課

TEL:０２４－５２１－７４９１（直通）
主幹兼副課長 小川 辰壽

吾妻山・安達太良山、副読本について

国土交通省東北地方整備局 福島河川国道事務所
TEL:０２４－５４６－４３３１（代表）

副所長（河川） 畠山 浩晃
調査第一課長 大平 知秀

磐梯山について
国土交通省北陸地方整備局 河川部

TEL:０２５－２８０－８８８０（代表）
地域河川調整官 東川 敏
建設専門官 福田 光生



 

 

 

火山噴火緊急減災対策砂防計画とは、火山噴火時に発生が想定される溶岩流、火山泥流、土石流

等の土砂災害による被害を軽減（減災）するため、地方整備局及び都道府県の砂防部局が策定するハー

ド・ソフト対策からなる火山噴火時の緊急対応を定める計画です。 

この計画は、火山活動による社会的影響が大きく、火山活動が活発で、ハザードマップが作成されて

いる火山について、検討を実施しており、福島県内においては、吾妻山・安達太良山・磐梯山を当面の

対象としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山噴火緊急減災対策砂防のイメージ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

火山噴火緊急減災対策砂防計画の概要 

緊急調査（ヘリ
調査・降灰量調
査など） 

火 山 監 視
機 器 の 緊
急整備 

火山防災ステーション
機能の強化 

緊急対策の実施事例（緊急ハード・ソフト対策） 

緊急除石（霧島山(新燃岳)） 遠隔操作による堰堤施工（三宅島）

コンクリートブロックで嵩上げ
した流路を流れる泥流（三宅島） 

大型土嚢を配置した仮導流堤を
流れる泥流（三宅島）

ヘリによる調査（有珠山） 

降灰量の調査（霧島山(新燃岳)）

監視・観測機器の整備（霧島山(新燃岳)）

ﾜｲﾔｰｾﾝｻｰ 監視ｶﾒﾗ



別紙１

平成２４年度

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会

（通算：第２回）

日 時 ：平成２４年１１月 ６日（火） １０：３０～１２：００

場 所 ：福島ビューホテル３Ｆ 安達太良

議 事 次 第

１．開 会 １０：３０～

２．開会挨拶：福島河川国道事務所長

３．委員紹介

４．規約の改正

５．委員長挨拶

６．議 事 １１：００～

（説明：福島河川国道事務所）

１）吾妻山緊急減災対策砂防計画について

・吾妻山作業部会の成果報告

・今後の取り組みについて

２）安達太良山作業部会、磐梯山作業部会の設置について

・安達太良山作業部会の検討項目とメンバー案

・磐梯山作業部会の検討項目とメンバー案

７．閉 会 ～１２：００



別紙１

平成２４年度

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会

合同作業部会
第１回 安達太良山作業部会

第１回 磐梯山作業部会

日 時 ：平成２４年１１月 ６日（火） １３：００～１５：００

場 所 ：福島ビューホテル３Ｆ 安達太良

議 事 次 第

１．開 会 １３：００～

２．開会挨拶 北陸地方整備局 地域河川調整官

３．部会員紹介

４．部会長選出

５．部会長挨拶

６．議 事 １３：１５～

６－１. 安達太良山 （説明：福島河川国道事務所）

１） これまでの経緯

２） 現状の把握

３） 噴火シナリオの作成

６－２. 磐 梯 山 （説明：北陸地方整備局河川部）

１） これまでの経緯

２） 現状の把握

６－３．今後の進め方について

７．閉 会 ～１５：００



別紙２

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会
委員名簿（案）

（敬称略）

委 員 石川 芳治 東京農工大学大学院 教授

井良沢 道也 岩手大学農学部 教授

植木 貞人 東北大学大学院 准教授

佐藤 公 磐梯山噴火記念館 副館長

中村 洋一 宇都宮大学教育学部 教授

長橋 良隆 福島大学共生システム理工学類 教授

藤縄 明彦 茨城大学理学部 教授

岡本 敦 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室長

石塚 忠範 (独)土木研究所 つくば中央研究所 土砂管理研究グループ 火山土石流

チーム 上席研究員

浪岡 保男 林野庁 東北森林管理局 置賜森林管理署長

中山 浩次 林野庁 関東森林管理局 福島森林管理署長

飯塚 充由 林野庁 関東森林管理局 会津森林管理署長

佐藤 義治 山形県 県土整備部 砂防・災害対策課長

須藤 勇司 山形県 環境エネルギー部 危機管理課長

堀田 洋一 福島県 土木部 砂防課長

小松 一彦 福島県 生活環境部 災害対策課長

稲本 太一郎 福島県 農林水産部 森林保全課長

瀬戸 孝則 福島市長

安部 三十郎 米沢市長

前後 公 猪苗代町長

小椋 敏一 北塩原村長

原 正夫 郡山市長

三保 恵一 二本松市長

高松 義行 本宮市長

浅和 定次 大玉村長

室井 照平 会津若松市長

山口 信也 喜多方市長

五十嵐 源市 磐梯町長

吉田 明博 気象庁 仙台管区気象台 火山防災情報調整官

菅原 寿 気象庁 山形地方気象台 防災業務課長

澤田 雅善 気象庁 福島地方気象台 防災業務課長

横山 喜代太 東北地方整備局 河川部 流域・水防調整官

東川 敏 北陸地方整備局 河川部 地域河川調整官

安部 勝也 東北地方整備局 福島河川国道事務所長

田部 成幸 北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所長

仲村 学 北陸地方整備局 阿賀川河川事務所長

【事務局】 福島県土木部 砂防課

東北地方整備局 河川部

北陸地方整備局 河川部

東北地方整備局 福島河川国道事務所

北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所

北陸地方整備局 阿賀川河川事務所



別紙２

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会
安達太良山作業部会名簿（事務局案）

（敬称略）

部会員 井良沢 道也 岩手大学農学部 教授

植木 貞人 東北大学大学院 准教授

佐藤 公 磐梯山噴火記念館 副館長

長橋 良隆 福島大学共生システム理工学類 教授

藤縄 明彦 茨城大学理学部 教授

岡本 敦 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室長

石塚 忠範 (独)土木研究所 つくば中央研究所 土砂管理研究グループ 火山土石流

チーム 上席研究員

中山 浩次 林野庁 関東森林管理局 福島森林管理署長

飯塚 充由 林野庁 関東森林管理局 会津森林管理署長

堀田 洋一 福島県 土木部 砂防課長

小松 一彦 福島県 生活環境部 災害対策課長

稲本 太一郎 福島県 農林水産部 森林保全課長

瀬戸 孝則 福島市長

前後 公 猪苗代町長

原 正夫 郡山市長

三保 恵一 二本松市長

高松 義行 本宮市長

浅和 定次 大玉村長

吉田 明博 気象庁 仙台管区気象台 火山防災情報調整官

澤田 雅善 気象庁 福島地方気象台 防災業務課長

横山 喜代太 東北地方整備局 河川部 流域・水防調整官

東川 敏 北陸地方整備局 河川部 地域河川調整官

安部 勝也 東北地方整備局 福島河川国道事務所長

【事務局】 福島県土木部 砂防課

東北地方整備局 福島河川国道事務所



別紙２

福島県火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会
磐梯山作業部会名簿（事務局案）

（敬称略）

部会員 井良沢 道也 岩手大学農学部 教授

植木 貞人 東北大学大学院 准教授

佐藤 公 磐梯山噴火記念館 副館長

中村 洋一 宇都宮大学教育学部 教授

長橋 良隆 福島大学共生システム理工学類 教授

岡本 敦 国土技術政策総合研究所 危機管理技術研究センター 砂防研究室長

石塚 忠範 (独)土木研究所 つくば中央研究所 土砂管理研究グループ 火山土石流

チーム 上席研究員

飯塚 充由 林野庁 関東森林管理局 会津森林管理署長

堀田 洋一 福島県 土木部 砂防課長

小松 一彦 福島県 生活環境部 災害対策課長

稲本 太一郎 福島県 農林水産部 森林保全課長

前後 公 猪苗代町長

小椋 敏一 北塩原村長

原 正夫 郡山市長

室井 照平 会津若松市長

山口 信也 喜多方市長

五十嵐 源市 磐梯町長

吉田 明博 気象庁 仙台管区気象台 火山防災情報調整官

澤田 雅善 気象庁 福島地方気象台 防災業務課長

東川 敏 北陸地方整備局 河川部 地域河川調整官

田部 成幸 北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所長

仲村 学 北陸地方整備局 阿賀川河川事務所長

【事務局】 福島県土木部 砂防課

北陸地方整備局 河川部

北陸地方整備局 阿賀野川河川事務所

北陸地方整備局 阿賀川河川事務所



別紙３ 

【会場】 福島ビューホテル 

住所：福島県福島市太田町 13-73 

電話：024-531-1111 

 
 

福島ビューホテル 位置図 

 



表紙 目次

執筆者

別紙４

吾妻山・安達太良山・磐梯山 火山防災副読本 中学生版 資料

Ａ５版　５０頁




